
Title 異方性媒質を満たしたファブリ・ペロー共振器の異常光線に対する最適反射鏡面とその応用

Author(s) 田中, 捷樹; Tanaka, Toshiki; 鈴木, 道雄 他

Citation 北海道大學工學部研究報告, 59, 121-132

Issue Date 1971-03-10

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/41025

Type departmental bulletin paper

File Information 59_121-132.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



異方性媒質を満たしたファブリ・ペロー共振器の

　　異常光線に対する最：適反射鏡面とその応用

田　　1・1：1　捷　極拷　　鈴　　木　　道　雄一：e

　　　　（昭和45年9月30日受理）

eptimum　Reflecting　Mirrors　of　the　Fabry－Perot　Resonator　filled

　　　　　with　Anisotropic　Medium　and　its　Application

　　　　　’roshil〈i　TANAKA　Michio　SuzuKI

I）epartment　of　Electronic　Engineering，　Faculty　of　F”ngineering，

　　　　　　Hol〈kaido　University，　Sapporo，　Japan

　　　　　　　　（Received　September　30，　1970）

Abstraet

　　The　confocal　Fabry－Perot　resonator　is　｝〈nown　as　a　resonator　with　considerably　low

diffraction　loss．　However，　in　the　case　where　the　medium　in　the　resonE　tor　is　anisotropic，

the　diffraction　loss　increases　to　a　large　amount，　because　the　path　of　the　extraordinary　light

is　different　from　tlaftc　t　of　the．　ordinary　light　in　the　isotropic　medium．

　　In　this　paper，　we　consider　a　confocal　Fabry－Perot　resonator　which　is　constructed　by　two

counter　refiecting　mirrors　in　the　anisotropic　medium，　and　have　obtained　theoretically　optimum

shapes　of　the　reflecting　mirrors　which　restrain　the　diffraction　loss　from　increasing．　We　have

also　estimated　the　conversion　ethciency　of　the　second　harmonic　generftd　tor　for　laser　light，　as

one　of　its　applications．

1．　ま　え　が　き

　ファブリ・ペロー共振器（以下FP共振器と略す）は，光周波数帯においてレザー発振器用ある

いは光高調波発生などの一遵の電気光学的効果を調べるための共振器として，またマイクロ波，

ミリ波帯においても，媒質定数測定用の共振器として広く用いられており，幾何学的寸法が波長

にくらべて非常に大きいこと，構造が閉放的であることがマイクロ波帯でよく用いられる空洞共

振器と著しく異なっている。FP共振器の内部媒質が等方性の場合については，多数の理論的解

析がなされており1）・2）・3）・4），マイクP波帯で共焦点型FP共振器を導波管で励振した場合の現象

についての理論解析もなされている「））。

　共焦点型FP共振器は圓折損失の非’農書に小さな共振器として知られているが，共振器の内部媒

質が異方性を有し6），異常光線（図1においてEv，　E、，1覧成分を有する光）を共振させる揚禽に

は，異常光線の通路が等方性媒質中にお1つ’る場合と異なるため，等方性媒質が満たされている場合

の共焦点型FP共振器をそのまま用いたのでは回折損失が極端に大きくなり十分な共振が起こら

ない。これは，媒質が異方性の場合，異常光線の反射鏡面における反射がRefrection　Symmetry

ではないことにより生ずるものであるが，筆者等は，この点を考慮し，異常光線を共振させる場

合について，異方性の効果を打ち消して圓折損失を等方性の場合と同程度にするための最適反射
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鏡面の形を理論的に求め先に報告した7）。本論文は得られた結果を光二次高調波発生器8）・9）に応

用し，最適反射鏡面を用いることにより，基本波から二次高調波への変換効率がどの程度改善さ

れるかを求めたものである。

　　　　　　　　　　　　　　　2．　最適反射鏡面の決定

　ここではDyadic誘電率が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　お
　　　　　　　　　　　　　　　　ε＝ΣΣπ幽’εi‘’　　　　　　　　　　（1＞
　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　i＝1i’＝　1

（ただしnl，　n2，　n3はそれぞれx，　y，　z方向の単位でベクトルであり，ε12＝ε21＝ε13＝ε31＝0とす

る）で与えられる異方性媒質中に，図1のようにx方向には無限長の放物面反射鏡を対向させ

て得られるFP共振器を考える。鏡面S、，　S2の方程式をそれぞれ

　　　　　　　　　　　　　：瓢箪∵　　｝ω〉

と仮定する。ここにP。，A，　Bは後に決定される未知定数であり図1に示されるように。＝b／2

である。
／
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　　　　　　　　　　　図IFabry－Perot　resonator　constructed　by　two
　　　　　　　　　　　　　counter　parabolic　reflecting　mirrors　in
　　　　　　　　　　　　　anisotropic　medium．

　共振器内部に既知の電流分布ん（N，2）がある場合の共振器内部の全電界Et，y（y，9＞ぱ，　fy（ッ，9）

だけによる電？1！　E・，er（y，　Z）と鏡面Si，　S2上に誘起される電流fi（y，　Z），」2（夕，　Z）による電界Em，v（y，2）

の和で与えられ，み（y，Z），ノ2（y，Z）はE献y，2）の各鏡面における境界条件から導かれる連立積分

方程式により決定され，かつ最適反射鏡面の方程式が導出される。

　z方向を一様線路とみなすUniform　Transmission　Line表示を用いると，鏡面上に仮定され

た電流J，（）；，z＞2π2／1（y，2＞，　J2（y，2）＝π212（夕，2）による共振器内電界Em，er（y，　z）は次式の様にな

る10）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　os　　　　　　　　　　　　E・，y（・・2）一毒£．．腋〉・一鞠β

ここで姿態電圧Y，〈β，Z）は伝送方程式

　　　　　　　　　　　一讐一編・b，・v，

　　　　　　　　　　　釜一焔・4幅・（・一・；）・i2・（・一・；）

｝

（3）

（4）
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の解で次式で与えられる。

ただし，

　　　　　偽一磯鵠≠c・一・　tU（　　　　　　e；3e22　rm　　　　　　e33）

　　　　　∂1＝d1＝一ブβ塾
　　　　　　　　　　　　　e33

　　　　　　　　i・一志耐力・ゴβv’・dyt

　　　　　　　　i2一姦瑞ゐ（y，）・・’βv’・dyt

　　　　　　　　　6（z）；　Delta　Fu．nction

照・）一一急［　　　　　　　　　　　ノ・　ノ｛（～β（z－Zltle〉一’t’・lz－zll｝・♂・β（z一’；隔圃］

　　　　　　ん2一β2
　　　　　　　　　，　rc，　＝　1／le2＝”btt’2　　　Zi　＝
　　　　　　tue33rcl

　　　le2　＝　to2e22pto（1－sllt21111’333），　P　＝　ggtll，　q　＝　g：t133

である。式（7）を（3）に代入し（6）を考慮すると

｝

E・，・（y，・）一一姦島細z・（y…y・・｛）四一凝ン・鵬（・，・・燭の・

を得る○ここに
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ノz・鵬燭一£ン・（β）・ノω（a＋幅1｝｝β（夕一y＞〕・β

z＝1，2

｝

123・

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

であり，β積分において，位相項についてはκエ　：le－Pβ2／21eと展開し，振幅項Zエ（β）については

β＝0とおく近軸光近似を用い計算すると

　　　　　娠淵噛髪竺1「冷一州町≒　・＋蝋暖］

　　　　　i　一一　1，2

と求められる。ただし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ro＝÷．　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　toe33

｝

（10）

式（10）を（8）に代入し鏡面方程式（2）を考慮すると，鏡面Si）S2上の電界E，。，v（Si），　Em，v（S2）は、

　　　　　　　　　　　E・，・（Si）一一魯［ゐ（y）＋雨冠（照・（夕・夕w］

　　　　　　　　　　　E・，y（・・）一一S・［∫二五（那12（y，　yt）の’珊）］

と得られる。ただし，ここに

　　　　　　　齢ヅ）一／，rpig2（le夕）一9、（y）1・・一軸・）一91（y）1嚇y）一9］

　　　　　　　K、、（・，・t）「／覇＆（熊（ヅ）1・グ細・）一92（y）1・蜘y）一f］

　　　　　　　dii2（Y，Y’）＝wh1，（y）Z－g，（yt）1’［（Ymy’）一q｛g2（y）一gi（y’）｝］2

　　　　　　　齢ヅ〉一，齢慧（yt）1・［（y－y）一蜘）一謝］・

である。

｝

（11）

（12）
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　次に内部電流分布ゐ（Y，2）による電界は，伝送方程式（3）においてi、δ（z一諭短2δ（z－zl）のかわ

りに

　　　　　　　　　　　　　　i（・）一戦∫鋸・）・ゴβ妨’

とおいた式を解いて得られる姿態電圧を用い，E。n，，y（y，Z）を求めた場合と同様にして計算され，

次の様になる。

　　　　E。，v（“，，・2）　：一門縞／、ψ1ヂー・［f・］・一・’1・讐野）㌦如・3）

ただしVは／v（y’，zt）の存在する領域であるG

　ここで，鏡面Si，　S2における境界条件を導入するが，このとき，　Es，　，y（y，Z）がSi上では無視

できる程度に小さくなるように」，v（y，Z）が分布していると仮定すれば，鏡面Si，　S，上において

それぞれ

　　　　　　　　　　　　　E．，，（S，）一　Z．，　1，（y）　＝O　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
　　　　　　　　　　　　　E．，，（S，〉＋E，・，・，（S，）一Z．，1，（y）　＝：　o　J

が成立する。ただしZS、，　ZS，はそれぞれ鏡面Si，　S2のインピーダンスでありZS、＝RSi＋ゴ蕊、，

Zs2　＝＝RSL）＋ブ鰯2である。式（14）にすでに求められたE・n，・y（S、），　E、。　，tv（S2）を代入し，鏡面方程式（2）

を考慮してy・：atと変数変．換すれぽ，次のようになる。

ただし，

（　　2Zsi1十　　Ro）五（の・∫二三細，t・）・d・’　＝・

鎧ノ・甑・（ちt・）・dtt・（・＋｝誇うム（の一馴

嬬〆〉一／嘉ガw・

K・・（…，）「癖麟

φ・2勧一々δ　予号（t2＋’物一・飾・・t一・；・

φ・・励一ん∂一㌻紳＋t’2）一三畷・…

砺吻（！　　！Pb　2Pe）…　一雰

・・一
u一口）・・1・・（B一多）…　一・（・＋霧）

Es，y（t）＝＝tk’v，（Sa）

｝

（15）

（16＞

　FP共振器において回折損失が最も小さくなるのは鏡面が共焦点条件を満足する場合であり，そ

のとき最も鋭い共振が得られる。式く15）で与えられる積分方程式が，鏡面上未知電流ノ、（y），／2（」，）

を決定するものであるが，この積分方程式が等方性媒質を満たした共焦点型FP共振器の場合と

同じ形になるためには，その核関数瓦2（ちt’），K21（t，t’）について，　c。＝c2＝cl＝O，すなわち

　　　　　　　　　　　　　　　　P・一ρろ一舞・　　　　　（・7）

　　　　　　　　　　　　　　　　A・B一分目畿　　　　　（・8）

が成立しなくてはならず，式（！）で示された異方性媒質を満たしたFP共振器で異常光線の最大
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の共振を得るには

　　　　　　　　　　　　　　　　1事離　　｝

なる形の鏡面を用いればよい。

　媒質が等方性である場合にはε33＝ε22，ε23＝0であり式（19）は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：；：．lb．r，3，　／

となって，良く知られた共焦点型FP共振器の鏡面方程式が得られる。

えられる鏡面の関係を示してある。

125

（19）

（20）

図2に式（！9），（20）で与
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図2Geometrical　arrangement　of　the　reflecting　mirrors　of　two

　　Fabry－1）erot　resonators．　A　pair　of　mirrors　A　and　A’　construct

　　a　usual　confocal　Fabry－Perot　resonator．　Mirrors　B　and　B’

　　are　the　optimum　reflecting　mirrors　of　the　Fabry－Perot

　　resonator　filled　with　anisotropic　medium．

　　　　　　　　　　　　　　3．　共振器よ．り取り出し得る電力

　本章では，式（19）で示される最適反射鏡面を持つFP共振器に異常光線を共振させ，反射鏡

に有限の透過率をもたせて電力を取り禺す場合について，取り出し得る電力を求める。
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　式（17），（18）が満足される場合，積分方程式（15）は，

　　　　　　　　（・＋矯・）五伽£μ帰妻「秘一眠励一・

　　　　　　　　齢煽｝ゴ一新㌔・＋（1・警うノ・（t）一E…’，v（t）

となる。ここで1，（t），ノ2（t）を

　　　　　　　　　　　　“・；　in　9C＞　7n（り一錘（t’）／妻♂（｛＋c上tV）dtt

で与えられる積分方程式の規格化圃有関数卿（のを用いて

　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　ゐ（の＝Σ！1正”、偏の，　ノ2（の瓢Σん7nq，，、（の
　　　　　　　　　　　　　7’乙導。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・）♪L縮e

と展襯する。ただし

　　　　　　　　　　　　　鮮・ゴ揚＋％／望1編ω（c、，1）

　　　　　　　　　　　　　q，n（の＝M，nSo7n（Ch1）

t

｝

（2i）

〈IL）L））

（L？3）

（24）

6

であり，ここにR。m（1）（C1，1）と　Sl，。n（C、，t）はそれぞれ　Radilal　Prolate　SPheroidal　F’etnctiOn・

Angztlar　P「olate　SPhe「oidal　Fttncttlonであり，　M，，1．は規格化係数である。

　Cl＞1が成立する場合，伽（t）は

　　　　　　　　　　　　ψη己（の罵凡、ψη、（τ。ご）

　　　　　　　　　　　　　一玩Nm「／諺痂　　　（，5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　のオ　　　　　　　　　　　　　ψ，、、（x＞＝e一τ1／1，，、（At＞

　　　　　　　　　　　　　私，～（X）；　Hermite　l；’unction

と近似できて

　　　　　　　　　　　si、・m（t）q・（t）dt　・　S－co．．qm（t）qn（t）dt　＝＝　6mn

　　　　　　　　　　　　　　　δm，、；Kronecker　l’）elta

が成立する。

　式（23）を（21）に代入し，得一られた式の両辺にqn（t）を乗じて一！≦’峯1で積分すれば

　　　　　　　　　　（・＋1急う撮＋al・eT」iCbaA2n　：・

　　　　　　　　　　7・・C・一・・’・・A・・＋／・＋呪うA・・一£飾（t）・・（t）clt

を得る。これをA2，、について解くと

　　　　（1＋g？一tttt，一“〉．ill，Es’t，v（t）gp．（t）dt

A2n　＝
　　　（1＋遇　　Re）（・・賑う一（齢幽）・

｝

（26）

（27）

となる。

　ここで鏡誼iS⊥，　S2としてはGratingを用いるものとし，そのリアクタンスをブ凡，　jx2とす

ると，鏡面のインピーダンスZrsn　m・R甜＋ゴX5‘

　　　　　　　　　　　　＆「織

（i　一一　1，　2）　Ck，

梅一 ﾎ讐1
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で与えられる。このような揚合のS2面の透過損失電力，すなわちS2面を通して外部へ取り出

し得る電力P‘は

君一音・賦脚・認2去・噌ん｝・ （28）

となる。光領域においてはCl＝lea2／Pbは著しく大きな値となり，このときi剤は72のきわめ

て大きな値までほぼ1に保たれるため式（28）は

乃2÷晦1＋婁矯億

　　　　　　1　．．1

　　　！　．．n　j－ijmi

1露繭姻

と万α・磁2

　　　　　「『許（・＋揮う一（泣糊’

∫∫E細嘱・（唱・・伽n（t’）dt　dt’

ア2

（29）

と近似できる。ただし

である。ここで

1“　：lk？i；（Rb’i’i－Rs2）

　　　　　　　か（輔「／瓢偏饗M一癖・囲一・囲

を用いると式（29）は

恥湿糠塑

（30）

（31）

となる。

　　　　　　　　　　　　　　4．光二次高調波発生器への応用

　前節において，異方性媒質を満たしたFP共振器の最適反射鏡面を求め，異常光線に共振さ

せた場合の透過出力を計算したが，本章ではその一応用例として，光高調波発生器の第二次高調

泌｛＝｛カを計算する。

　ここでは，異方性媒質としてKDP（PotassiZtm　Didydrogen　PhosPhate；KH2PO，）を用い，

図3で示されるように常光線基本波としてω角間波数のv一ザ・ビームを最適反射鏡面を持つ

共振器内に入射させ，発生する2ω角周波数の異常光線を共振させてS2面から取りtliす場合を

考える。（以下サフィックスω，2ωをつけて，それぞれω，2ω角周波数に関係する量を区別して

表わす。）

　図3に示されるように結齢の光軸と2軸とのなす角を0とし，媒質の常光線異常光線に対

する屈折率をそれぞれn。，1¢eとすれば，式（1）で示される1）yadic誘電率は

　　　　　　　　　　　　　　；撫鑑鶴　　｝（・・2）

で与えられる。
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　　　　　　　　　　　図3Second　harmonic　generator　constructed　by
　　　　　　　　　　　　　　the　Fabry－Perot　resonator　with　the　optimum
　　　　　　　　　　　　　　refiecting　mirrors．　Mirrors　S；　and　S2　are

　　　　　　　　　　　　　　transparent　to　the　fundamental　and　highly
　　　　　　　　　　　　　　reflecting　to　the　harmonic．

　共振器内のω角周波数レーザ常光線電界を

　　　　　　　　　　　　　E，，d，．（y，　z）　xx　EoemaE’pte’J2rm」（A’“’2“1’“OBb”Y’2）　（33）

とする。ただしα。，β。は電界分布を与える定数であり，また

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fe？，，　＝　co2e33Lte

である。このとき，共振器内KDPの非線形効果により共振器内に生ずる2ω角周波数の電流
ん，ッ（夕，z）は

　　　　　　　　　　　　　　ノ2ω，ガ（ツ，z）＝ブ2ωZ211｛Eo，d，x（ツ，z）｝2　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）

で与えられる11）。ただしz2tlは媒質の非線形分極率テンソルの成分である。

　式（33）を（34）に代入し，結果を（！3）に入れて鏡面Si，　S2上における電界を計算するとそれ

ぞれ

　　　　　　　　　　　　鵬：！（7’2‘eX2nEg）tz（．iil；t12，，，eTjL’2“’SbF（y）　！　（35）

　　　　　　　　F（y＞一疏・xp〔一ノ（毎儲一。・・（1・ブβ1）樋ぐ垂一〆）｝㍗　
（36）

となる。ただし

　　　　　　　　　　　　　　　　kg，，　＝：　（2a））2e22pto〈imsilll’i－gE13）

である。式（36）中のPm＝＝2k。一島、なる項は基本波と第二次高調波との位相整合の状態をあら

わすものでPm＝0のとき式（35）で示される鏡面S2における電界が最大になる12）・13）。図3に

おいて光軸とZ軸とのなす角を適当に調節し位相整合の条件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2んω　＝＝ん2ω

が満足されるようにした場合，式（36）はつぎのようになる。

　　　　　　F（Y）＝t，／’t一／iTfi・i］gsBg（erf“／ff」Ctlilllii＋i’B－g一）y｝一sgnerf｛i／ffli（／l17Bii5i＋’B：（y－qb）｝）　（37）

ただし

・・f（・〉一穿・噸
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　　　　　　　　　　　　　　　　・g・∫ω《∠望1国）装1

である。

　さて鏡面S2を通して共振器外部に取り出し得る第二次高調波電力Pt，，，tiは式（31＞を用いて

　　　　　　　　　　　　　　P・・館島山（zE．2？“s：lx2isEnv’e）2　SivF（t）1・dt　　　（38）

となる。ここに，F（1＞は（37）においてノ＝atと変数変換したものである。入射レーザ常光線

が2aの幅をもつ平面波に近い場合を考えると式（33）において

　　　　　　　　　　　　　　　｛）［’II，　aO　〈i，　i／　EgGP－q－2i　〈i　／　（39’）

となり，x〈1のときerfκ雲んであるから式（37）は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F（t）　Mb　（40）
と近似される。

　一方，入射ω角周波数電界振巾E。と共振器内への入射電力Pi，、との間にぱ，式（39）が成

立する場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E書イ甑　　　　　（4！）

の関係がある。

　式（40）および（41）を（38）に代入することにより，求める第二次高調波出力は

　　　　　　　　　　　　　　雌・・Rs2（1）2（・擁轟）2（争）2　　（42＞

となる。もし共振器を用いないものとすれば図3で示される共振器と同体積σ）媒質から取り出し

得る二次高調波電力は

　　　　　　　　　　　　　　pi，，．，　＝　2aie，，，，．　（ab－i）2　（（t）　x．，」／／　ltll；e，）2p？，，，，　（43）

となる。従って最適反射鏡獅を持つ共振器を用いたための効果はだいたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撫Rs響　　　　 （44＞

で与えられる。

　媒質としてKDPを用いた場合，その非線形分極率X211は

　　　　　　　　　　　　　　Z2ti　＝＝　7．40×！0－2‘　Coulomb／V2

であり11），位相整合の条件式はti＝52　Qで満足される12）。このとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E33，s　’wwN’　2．！5

となり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　R，，2，．　t．‘V　P一．57　×　102　9

を得る。式（42）に従えば，最適共振条件式（！7），（18）が満足されている場合，鏡面からの透過電

力ぱ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rs，　＝　Rs，　＝　O　（45）
のとき無限大になるがこの結果は式（29）第一式において1一（blnem」kba）2で示される回折損失項が

十分小さいとして省略したためであり，実際には，Rs、：・Rs2の最適値が存在し，透過電力はあ

る値におさえられる。またPt，2、はPl，、に比例し，　Pi，、が大きくなるにつれてPt，2、も増加し，

ついにはPt，2。／Pi，．が1を超えることになるが，　Pi，、のある値より大きな領域では，もはや，非
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線形分極より若きだされる式（34）は成立せず，結品の破壊を生ずるなどして，P、，，。／凡。≧1と

いうようなことは起こり千尋ない○

　入射常光線波畏および共振器寸法については

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　A。j＝7000　A　（ω：Σ2．69×！01s　rad／sec）

　　　　　　　　　　　　　　Ct＝　5．O　CIIl

　　　　　　　　　　　　　　b＝！（）．O　cm

とすると式（42）は次の様になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　P・，2e）　＝・鋼・一11無鉱

図4にRSi＝Jes・，をパラメータとしたPi，。，とPt，2。，の関係，図5に．　RSiをパラメーターと

したR82とRs・2／Ro，2。・」’2　a）関係が示してある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．　あ　と　が　き

　以上，異方性媒質を満たしたFP共振器で最大の異常光線共振を得るための鏡面形状を求め，

そのような鏡面を用いた場食，共振器より外部へ取りljjし得る異常光線電力を計算し，またその

一応用例として異方性媒質がKDPである場合の光二次高調波発生器について，最適反射鏡面を

持つFP共振器を用いることにより，基木波から第二次高調波への変換率がどの程度改蕃される

カ・を求ダ）た。

　木論文では解析の簡単のため共振器の内外空間をすべて異方性媒質で満たした場合を考えた

が，今後，共振器内だけを異方性媒質で満たした場合，あるいは共振器の一部に異方性媒質板を

挿入した場合についても，異方性の効果を打ち消すような最適反射鏡面について解析を行なう予

定である。

　光高調波発生器については媒質中で発生する二次高調波（異常光線）に共振させる方法の他に，

共振器には基本波（常光線〉を共振させる方法も考えられ，こ0）場合には，普通の共焦点型FP共

振器あるいは平行平板型の共振器を用いなければならない。光二次高調波発生器についてもいず

れ実験を行ない結：果を報告する予定である。
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